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　３月１日、十市高齢者多世代交流
プラザで、「第５回十市地区文化祭」
が開催され、園児たちの息の合った
和太鼓がセレモニーに花を添えました。
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財
政
状
況

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額

188
億
９
千
600
万
円
で
、
最
終
処
分

場
整
備
事
業
等
の
終
了
に
よ
り
対

前
年
度
比
8.4
％
減
の
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
は
固
定
資
産

税
の
伸
び
が
あ
る
も
の
の
、
長
期

化
す
る
不
況
の
影
響
に
よ
り
市
民

税
が
落
ち
込
み
、
全
体
と
し
て
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
収
入
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
普
通
地
方
交
付
税

は
、
交
付
税
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
4.9
％
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。歳

出
は
、
国
体
開
催
や
阿
佐
線

の
開
通
を
迎
え
、
そ
の
円
滑
な
運

営
を
目
指
す
た
め
に
関
連
事
業
の

充
実
に
努
め
る
一
方
、
地
域
の
活

性
化
や
住
民
に
身
近
な
生
活
・
社

会
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

消
防
庁
舎
建
設
事
業
、
介
護
予
防

拠
点
整
備
事
業
、
公
営
住
宅
建
替

事
業
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
化
・

高
齢
者
対
策
等
各
種
福
祉
施
策
の

拡
充
や
、
施
設
を
含
め
た
学
校
教

育
内
容
お
よ
び
環
境
対
策
の
充
実

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
活
用
し
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
一
方
、

財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
積
極
的

に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
関
係

南
国
市
地
域
防
災
計
画
の
地
震

対
策
編
の
見
直
し
は
、
県
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
、
平
成
14
年
度

に
修
正
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
は
、

現
在
40
組
織
結
成
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
14
年
度
は
、
さ
ら
に
20
組
織

を
結
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
総
合
的
な
防
災
対
策
の
推
進
、

通
信
体
制
の
整
備
促
進
、
消
防
の

対
応
力
の
強
化
、
消
防
団
の
充
実

強
化
、
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
、

救
急
救
助
業
務
の
充
実
・
高
度
化

な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流

平
成
14
年
度
に
南
国
市
国
際
交

流
協
会
を
新
設
し
、
住
民
主
体
の

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
３
月
８
日
、
第

　
３
月
８
日
、
第
291291 

回
南
国
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

回
南
国
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
浜
田
市
長
は
各
議
案
の
提
案
理
由
に
先
立
ち
、
施
政
方
針
で
『
市
町
村

　
浜
田
市
長
は
各
議
案
の
提
案
理
由
に
先
立
ち
、
施
政
方
針
で
『
市
町
村

合
併
特
例
法
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
平
成

合
併
特
例
法
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
平
成
1717
年
３
月
に
向
け
て
、
本
年
は

年
３
月
に
向
け
て
、
本
年
は

重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
問
題
は
、
最
終
的
に
は
住
民
が
決
め

重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
問
題
は
、
最
終
的
に
は
住
民
が
決
め

る
こ
と
で
あ
る
が
、
市
長
と
し
て
、
合
併
に
対
す
る
論
議
の
積
み
重
ね
や

る
こ
と
で
あ
る
が
、
市
長
と
し
て
、
合
併
に
対
す
る
論
議
の
積
み
重
ね
や

基
本
的
な
方
向
性
を
欠
い
た
ま
ま
、
住
民
の
皆
様
に
決
め
て
く
だ
さ
い
と

基
本
的
な
方
向
性
を
欠
い
た
ま
ま
、
住
民
の
皆
様
に
決
め
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
庁
内
的
に
も
合
併
問
題
の
研
究

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
庁
内
的
に
も
合
併
問
題
の
研
究

を
進
め
、
早
い
時
期
に
合
併
に
対
す
る
是
非
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を

を
進
め
、
早
い
時
期
に
合
併
に
対
す
る
是
非
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を

示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
の
開
催
年

示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
の
開
催
年

に
当
た
り
「
ひ
と
り
ひ
と
役
み
ん
な
が
主
役
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

に
当
た
り
「
ひ
と
り
ひ
と
役
み
ん
な
が
主
役
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

市
民
総
参
加
の
国
体
運
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
』
と
平
成

市
民
総
参
加
の
国
体
運
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
』
と
平
成

1414
年
度
に
向
け
た
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
　

年
度
に
向
け
た
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　
新
年
度
の
主
な
事
業
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し
を
紹
介

　
新
年
度
の
主
な
事
業
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

 行政課題の早期解決・行政課題の早期解決・
　　　財政の立て直しを図る　　　　財政の立て直しを図る!!!!
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人
権
問
題

平
成
14
年
度
か
ら
、
新
た
に

「
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
取
り
組
み

ま
す
。

女
性
問
題
は
、
平
成
12
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
男
女
共
同
参

画
推
進
施
策
、「
な
ん
こ
く
男
女
共

生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
が
こ
の
３

月
に
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

同
和
問
題
は
、
県
の
「
部
落
差

別
を
な
く
す
る
運
動
強
調
旬
間
」

に
合
わ
せ
て
、
市
民
、
職
員
を
対

象
と
す
る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
改
良

継
続
事
業
と
し
て
、
国
庫
補
助

事
業
市
道
中
島
１
号
線
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
14
年
度
着
工

新
規
採
択
国
庫
補
助
事
業
、
緊
急

地
方
道
路
整
備
事
業
市
道
南
国
212

号
線
外
山
川
第
１
橋
の
架
け
替
え

工
事
を
行
い
ま
す
。

阿
佐
線
対
策
事
業
市
道
後
免
町

駅
舟
入
川
線
新
設
工
事
等
の
市
単

独
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
も
、

継
続
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
を
継
続

平
成
13
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
事
務
事
業
評
価
」
は
、
職
員

の
意
識
改
革
、
費
用
対
効
果
の
評

価
な
ど
、
地
方
分
権
に
対
応
す
る

行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し

て
、
平
成
14
年
度
も
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
健
事
業

「
健
康
日
本
21
」
が
制
定
さ
れ
て

２
年
が
経
過
し
、
全
国
各
地
で
新

し
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

が
、「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
を
図
る

た
め
の
諸
施
策
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
法
で
定
め

ら
れ
た
各
種
健
（
検
）
診
事
業
や

予
防
接
種
事
業
に
加
え
、「
禁
煙
教

室
」、「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」

な
ど
の
多
く
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

平
成
14
年
度
は
、
母
子
保
健
計

画
の
見
直
し
の
年
で
す
。
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
の
作
成
に
努
め

ま
す
。

介
護
保
険
事
業

平
成
15
年
度
か
ら
向
こ
う
３
カ

年
の
介
護
保
険
給
付
の
円
滑
な
実

施
を
確
保
す
る
た
め
、
基
本
的
な

指
針
と
な
る
第
２
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
平
成
14
年
度
に
策
定
し

ま
す
。

戸
籍
事
務
の
電
算
化

平
成
14
年
９
月
の
本
稼
動
に
向

け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

戸
籍
の
登
録
お
よ
び
謄
抄
本
の

作
成
・
交
付
な
ど
の
「
公
証
」
事

務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
滝
地
区
に
研
修
、

宿
泊
施
設
完
成

山
村
地
域
の
環
境
保
全
と
機
能

向
上
を
目
的
と
す
る
研
修
、
宿
泊

施
設
が
平
成
13
年
度
中
に
完
成
し
、

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
、
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

「
後
免
町
再
開
発
事
業
」

中
止後

免
町
再
開
発
事
業
は
、
去
る

12
月
議
会
で
一
時
凍
結
の
判
断
を

し
、
組
合
設
立
認
可
申
請
書
を
留

保
し
て
い
ま
し
た
が
、
準
備
組
合

か
ら
、
県
知
事
に
申
請
し
て
ほ
し

い
旨
の
要
請
を
受
け
、
市
は
財
政

的
な
理
由
で
、
予
定
し
て
い
た
公

共
施
設
（
保
留
床
）
の
買
取
り
が

で
き
な
い
と
の
意
見
書
を
添
付
し
、

準
備
組
合
役
員
と
共
に
、
県
知
事

に
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

書
類
審
査
の
結
果
、
２
月
21
日

付
で
不
認
可
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
「
後
免
町

第
一
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
」
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
、
都
市
計
画
街
路
南
国
駅
前

線
を
沿
道
整
備
街
路
事
業
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
地
元

準
備
組
合
を
含
む
中
心
市
街
地
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
レ
ベ
ル

で
議
論
し
て
い
き
ま
す
。
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国
体
事
業

夏
季
大
会
の
宿
泊
予
定
者
約
700

人
は
、
高
知
市
・
南
国
市
の
営
業

宿
泊
施
設
を
中
心
に
広
域
配
宿
と

し
ま
す
。
秋
季
大
会
の
宿
泊
予
定

者
約
１
千
100
人
の
う
ち
、
選
手
・

監
督
約
800
人
の
宿
泊
は
、
166
の
民

泊
家
庭
と
公
民
館
な
ど
63
の
施
設

で
、
宿
泊
や
食
事
の
提
供
を
お
願

い
す
る
計
画
で
す
。

民
泊
関
係
の
食
事
は
、
４
月
か

ら
地
区
協
力
会
単
位
で
調
理
講
習

会
を
数
回
実

施
し
、
心
の

こ
も
っ
た
安

全
で
お
い
し

い
料
理
を
食

べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
万

全
を
期
し
て

い
ま
す
。

国
体
会
場

周
辺
や
民
泊

受
入
れ
地
域
な
ど
の
一
斉
清
掃
、

輸
送
計
画
、
大
会
旗
・
炬
火
リ

レ
ー
な
ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、
各
種
団
体
や
関
係
機
関
と
十

分
協
議
を
重
ね
、
国
体
成
功
に
向

け
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
よ
さ
こ

い
ピ
ッ
ク
高
知
」

秋
季
国
体
終
了
後
、
平
成
14
年

11
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日

間
、
第
２
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
よ
さ
こ
い
ピ
ッ
ク
高
知
」

が
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
競
技
会
場
に
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

の
２
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加

さ
れ
る
選
手
、
ま
た
応
援
の
方
々

に
「
す
ば
ら
し
い
大
会
で
あ
っ
た
、

参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
大
会
に
す
る
た
め
、

準
備
に
努
め
ま
す
。

企
業
誘
致
関
係

南
国
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
団
地
に
、

ト
リ
ム
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
マ
シ
ナ

リ
ー
高
知
工
場
が
平
成
14
年
４
月

に
着
工
、
８
月
に
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
、
富
士
通
株
式
会
社
は
、
平

成
14
年
の
秋
に
着
工
し
、
平
成
15

年
の
秋
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

下
水
道
事
業

流
域
下
水
道
事
業
は
、
計
画
区

域
・
計
画
水
量
の
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
他
事
業
と
の
連
携
を

図
る
中
で
コ
ス
ト
の
縮
減
を
行
い

ま
す
。
新
川
雨
水
幹
線
排
水
路
改

修
事
業
は
、
住
民
の
理
解
、
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
都
市
型
水
害

対
策
と
し
て
、
中
心
市
街
地
区
の

快
適
な
暮
ら
し
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。

市
街
化
区
域
の
雨
水
対
策
は
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
排
水
整
備
を
進
め
ま

す
。

ご
み
問
題

平
成
13
年
４
月
か
ら
再
資
源
化

の
た
め
に
紙
類
と
布
類
の
分
別
収

集
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
こ
の
４

月
か
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ま
た
、

来
年
４
月
か
ら
は
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
、
再
資
源

化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

八
京
地
区
に
建
設
し
た
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
は
こ
の
４
月
か

ら
供
用
開
始
し
、
市
民
生
活
か
ら

排
出
さ
れ
る
雑
ゴ
ミ
の
処
理
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
片
山
処
分
場
の
跡
地
利

用
は
、
平
成
14
年
度
と
15
年
度
の

２
カ
年
で
多
目
的
運
動
広
場
と
し

て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
関
係

平
成
14
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
土
佐
の
教
育
改
革
」
の
成
果
と
課

題
を
踏
ま
え
、
い
よ
い
よ
「
第
２

期
土
佐
の
教
育
改
革
」
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
心
豊

か
な
『
ま
ほ
ろ
ば
の
さ
と
』
教
育

県
都
南
国
」
の
実
現
を
念
頭
に
、

明
日
の
南
国
市
を
担
う
人
づ
く
り

に
向
け
て
、「
新
し
い
時
代
を
拓
く

教
育
」
と
「
新
し
い
ま
ち
を
つ
く

る
教
育
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

「
生
涯
学
習
課
」
に

課
名
変
更

自
ら
の
意
思
で
主
体
的
に
学
習

し
て
い
く
社
会
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
社
会
教

育
課
」
を
「
生
涯
学
習
課
」
に
課

名
を
変
更
し
、
各
種
講
座
等
の
充

実
を
図
り
、
幅
広
い
市
民
の
要
望

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

２月２月9日 高知農業校生を招いての高知農業校生を招いての
　　　　　　　　　　　　      国体標準献立試食会国体標準献立試食会
２月２月9日 高知農業校生を招いての高知農業校生を招いての
　　　　　　　　　　　　      国体標準献立試食会国体標準献立試食会

施施政政方方針針施施政政方方針針

南国市開催競技（夏季大会）

サッカー（少年男子）・ライフル射撃（CP）



今
、
な
ぜ
合
併
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

現
在
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
国
や
地
方
財
政
の
悪
化

な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
、
今
後
市

町
村
は
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
行

政
課
題
に
対
応
し
、
効
率
的
な
行

政
体
制
の
整
備
や
行
政
基
盤
の
充

実
・
強
化
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
か
ら
約
半
世
紀

が
経
ち
ま
し
た
。
南
国
市
は
昭
和

34
年
に
後
免
町
、
香
長
村
な
ど
と

の
合
併
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

南
国
市
に
合
併
し
た
当
時
、
考

え
ら
れ
て
い
た
将
来
像
が
現
在
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変
化
な
ど

に
よ
り
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
生
活
圏
の
拡
大
に

見
合
っ
た
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

や
情
報
化
へ
の
対
応
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
に
少
子

高
齢
化
の
傾
向
で
あ
り
、
高
齢
者

介
護
の
備
え
や
地
域
の
担
い
手
育

成
な
ど
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
12
年
４
月
に
は
地
方
分
権

一
括
法
が
施
行
さ
れ
、「
自
己
決

定
、
自
己
責
任
」
の
原
則
で
市
町

村
が
自
主
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
で
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
環
境
・
教
育

な
ど
住
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近

な
分
野
で
常
に
新
し
い
課
題
が
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の

か
な
り
の
部
分
を
市
町
村
が
自
ら

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

昭
和
の
大
合
併
は
国
や
県
の
主

導
で
、
人
口
８
千
人
を
標
準
に
全

国
一
律
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
・
昭
和
の
合
併
後
、
昭
和

40
年
に
10
年
間
の
時
限
立
法
と
し

て
、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
昭
和
50
年
と

60
年
に
そ
れ
ぞ
れ
延
長
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
11
年
、
こ
の
法
律
の
中
に

市
町
村
の
合
併
を
さ
ら
に
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
交
付
税

の
特
例
措
置
の
充
実
や
合
併
特
例

債
の
創
設
な
ど
、
財
政
的
に
有
利

な
支
援
措
置
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。県

は
、
平
成
13
年
２
月
「
市
町

村
合
併
に
関
す
る
要
綱
」を
定
め
、

そ
の
中
で
合
併
の
枠
組
み
を
示
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
に
合
併
の
是
非
も
含

め
、
幅
広
く
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

広広報報ななんんここくく４４月月号号 5

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
市
町
村
合
併
！

今
月
号
か
ら
、
市
町
村
合

併
に
関
す
る
情
報
を
シ
リ
ー

ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー（
�
８
６
３
・
２
１
１
１  

内
線
４
３
７
）ま
で

　
プ
ラ
ン
は
、
「
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
を
さ
ま
た
げ
る
古

い
習
慣
を
改
め
ま
し
ょ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
か
か
げ
、
「
家
庭

で
」
「
学
校
で
」
「
職
場
で
」

「
地
域
で
」
の
４
つ
の
分
野
で

「
行
政
」
と
、
「
市
民
」
は
ど

う
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
期
待

や
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
募
委
員
を
含
め
た
14
名
の

策
定
委
員
に
よ
り
策
定
さ
れ
た

も
の
で
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
南
国
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
プ

ラ
ン
で
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
あ
る
い
は
職

場
や
地
域
で
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
大
い
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
女
性
と
か
男
性
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

大
切
に
さ
れ
、
「
自
分
の
人
生
」

を
豊
か
に
、
自
分
ら
し
く
生
き
、

楽
し
く
、
輝
い
て
住
め
る
南
国

市
を
み
ん
な
の
力
で
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
平
成
12
年
８
月
か

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
総
合
施
策
「
な
ん
こ
く
男
女

「
な
ん
こ
く
男
女

共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」

共
生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

＊上のパンフレットは、全戸
　配布します。

★
４
月
か
ら
、
同
和
教
育
課
と
総
務
課
人
権
啓
発
係
が
統
合
し
、

　
「
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。

よさこい高知国体夏季大会



国
か
ら
合
併
支
援
策
で
お

金
が
も
ら
え
る
け
れ
ど
市
の
借
金

が
減
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
説
明

で
す
が
、
そ
れ
を
補
填
し
て
、
市

の
借
金
を
無
く
す
こ
と
に
は
使
え

ま
せ
ん
か
。

市
町
村
の
建
設
計
画

に
基
づ
く
建
設
事
業
だ
け
に
し
か

使
え
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
道
路
を

つ
け
た
り
、
橋
を
架
け
た
り
、
あ

る
い
は
庁
舎
の
建
て
替
え
、
こ
う

い
っ
た
も
の
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
じ
ゃ
メ
リ
ッ
ト
に
な

ら
な
い
で
す
ね
。
市
の
借
金
が
減

る
と
考
え
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
そ

う
は
い
か
ん
で
す
ね
。

ま
だ
検
証
し
て
お
り
ま
せ

ん
け
れ
ど
、
例
え
ば
、
南
国
市
単

独
で
は
後
免
町
の
再
開
発
事
業
の

た
め
の
借
金
が
で
き
る
体
質
に
は

無
い
が
、
合
併
す
る
関
係
市
町
村

に
ぜ
ひ
承
認
し
て
く
れ
と
、
仮
に

そ
れ
で
承
認
さ
れ
た
ら
借
金
が
で

き
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
各
自

治
体
が
財
政
的
に
一
回
も
や
ら
な

か
っ
た
事
業
、道
路
や
都
市
計
画
、

あ
る
い
は
い
ろ
ん
な
施
設
も
そ
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
合

併
特
例
と
い
う
こ
と
で
570
億
円
程

度
を
限
度
に
や
れ
る
可
能
性
は
あ

る
。
支
援
策
と
い
う
の
は
そ
う
い

う
内
容
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
合
併
是
非
論
に
は

ま
だ
よ
う
踏
み
込
み
ま
せ
ん
が
、

市
長
と
し
て
は
あ
る
時
期
が
来
れ

ば
市
の
方
向
性
は
示
す
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

十
分
な
議
論
の
積
み
重
ね
が
我
々

に
も
な
い
、住
民
の
側
に
も
な
い
、

議
会
の
中
に
も
な
い
ま
ま
、
ど
う

ぞ
皆
さ
ん
決
め
て
く
だ
さ
い
、
皆

さ
ん
の
言
う
と
お
り
し
ま
す
、
と

い
う
の
は
基
礎
自
治
体
の
長
と
し

て
は
、
僕
は
無
責
任
極
ま
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
南
国

市
政
に
与
え
る
影
響
を
検
証
し

て
、
押
し
つ
け
じ
ゃ
な
く
て
一
定

の
方
向
を
た
た
き
台
と
し
た
、
い
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去
る
２
月
10
日
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
10
人
の

参
加
に
よ
り
、
市
内
の
施
設
〔
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
土
佐
清
風
園
、
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
八
京
地
区
建
設
現
場
〕
を
見
学
の
後
、

「
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
」
を
主
な
テ
ー

マ
と
し
て
、
本
年
度
で
三
回
目
と
な
る
市
長

と
の
座
談
会
（
勉
強
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
、
冒
頭
に
「
ご
み
問
題
」
な
ど
に

つ
い
て
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
積
極
的
な

提
言
を
受
け
て
、
特
に
ご
み
袋
の
規
格
の
変

更
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
市
の
財
政
状
態
に

つ
い
て
借
金
払
い
が
多
く
な
っ
て
貯
金
が
間

も
な
く
底
を
つ
く
よ
う
な
財
政
難
を
迎
え
る

中
、
こ
れ
を
打
開
し
な
が
ら
総
合
計
画
の
実

現
に
向
け
て
市
役
所
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
、「
市
町
村
合
併
問

題
は
大
変
難
し
い
問
題
を
は
ら
ん
で
お
り
、

十
分
な
議
論
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
企
画
課
長
が
、
昨
年
11
月
、

各
戸
に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
南
国

市
・
香
美
郡
の
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」
を

も
と
に
「
今
、
な
ぜ
合
併
を
考
え
な
い
と
い

け
な
い
ん
で
す
か
？
」「
合
併
し
た
ら
ど
ん
な

効
果
が
あ
る
の
？
」「
合
併
し
た
ら
財
政
は
楽

に
な
る
の
？
」
等
々
…
を
説
明
し
た
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
要
約
し
た
あ
ら
ま
し
で
す
。

会会
長長

企企
画画
課課
長長

会会
長長

市市
長長

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術



ろ
ん
な
レ
ベ
ル
で
の
議
論
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
更
に
精
密
な
検
証
を
加
え
て

い
ず
れ
早
い
時
期
に
方
向
性
を
示

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
論
し

て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
を
急

ぐ
こ
と
を
３
月
の
議
会
で
は
表
明

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
、
市
民

全
体
の
盛
り
上
が
り
と
い
う
の

は
、
ま
だ
ま
だ
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ

と
思
う
ん
で
す
が
、
各
方
面
へ
企

画
課
長
さ
ん
が
出
か
け
て
感
じ
る

と
こ
ろ
は
。
ま
た
、
17
年
３
月
頃

ま
で
に
、
あ
る
一
定
の
方
向
が
必

要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
市
民
側
に
向
け
て
の

計
画
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

そ
れ
か
ら
、
合
併
を
め
ざ
し
て

止
め
て
い
る
事
業
が
今
あ
り
ま
す

か
。
例
え
ば
文
化
施
設
の
建
築
だ

と
か
そ
の
他
何
か
あ
り
ま
す
で
し

ょ
う
か
。い

や
、
別
に
無
い
で
す
。

課
題
と
し
て
、
合
併
支
援
策
の
方

で
実
現
可
能
に
な
る
の
か
、
と
い

う
よ
う
な
検
討
は
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
よ
り
も
前
に
、
総
合
計
画
に
基

づ
き
南
国
市
と
し
て
進
め
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
に
財
政
的
な
面
も
含

め
て
ど
う
い
う
影
響
が
あ
る
の

か
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
プ
ラ
ス
面
も

含
め
て
我
々
の
立
場
で
も
っ
と
深

い
検
討
を
し
な
い
と
、
一
見
理
想

的
な
資
料
の
説
明
の
ま
ま
住
民
投

票
的
に
こ
の
問
題
を
す
べ
て
市
民

に
投
げ
か
け
て
、
そ
の
結
果
に
従

う
と
い
う
の
は
良
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
支
援
策
に
目
を
奪
わ
れ

て
合
併
論
を
し
て
も
い
け
な
い
、

支
援
策
が
あ
る
か
ら
合
併
と
い
う

の
も
陥
り
や
す
い
落
と
し
穴
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
町
全
体
に

ど
う
影
響
が
あ
る
か
等
々
を
も
っ

と
検
討
し
た
上
で
考
え
方
を
ま
と

め
る
、
そ
の
た
め
に
議
会
に
合
併

問
題
の
調
査
特
別
委
員
会
を
作
っ

て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
議
会
を
挙
げ
て
検
討
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
明
け
早
々
か
ら
各

地
区
の
公
民
館
17
館
で
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
出

席
者
が
非
常
に
少
な
く
、
多
い
会

場
で
30
人
位
、
少
な
い
と
こ
ろ
で

５
人
程
度
の
出
席
で
し
た
。
合
併

問
題
を
、
ま
だ
身
近
に
感
じ
て
い

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

合
併
賛
成
反
対
を
含
め
て

議
論
が
少
な
い
で
す
ね
。
新
聞
の

社
説
で
は
、県
政
の
重
要
課
題
は
、

人
口
減
だ
と
、
少
な
く
と
も
そ
の

よ
う
に
論
じ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

や
人
口
減
が
県
政
の
最
大
課
題
で

あ
る
な
ら
、
そ
の
課
題
と
、
こ
の

市
町
村
合
併
が
課
題
克
服
に
つ
な

が
る
か
、
つ
な
が
ら
な
い
の
か
、

と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
県
と
し

て
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
欲
し
い
と
機

会
あ
る
ご
と
に
南
国
市
長
と
し
て

言
っ
て
お
り
ま
す
。
県
は
、
今
の

段
階
で
は
、
い
や
そ
れ
は
各
市
町

村
の
皆
さ
ん
が
お
決
め
す
る
こ
と

で
す
。
資
料
は
徹
底
し
て
出
し
ま

す
し
、
徹
底
し
た
支
援
を
行
い
ま

す
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
か
ら
出
さ
れ
た
マ

ク
ロ
的
な
問
題
を
基
軸
に
考
え
て

い
く
と
、
南
国
市
の
立
場
、
南
国

市
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は

こ
う
だ
と
言
っ
て
み
て
も
９
市
町

村
が
合
併
し
た
ら
、
そ
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
相
手
が
あ
る

こ
と
で
す
か
ら
変
わ
っ
て
き
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
住
民
へ
の
投
げ
方

を
工
夫
し
て
頂
き
た
い
。
そ
れ
か

ら
議
会
が
、
今
度
の
合
併
問
題
に

あ
ん
ま
り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
運
動
は
し
て

も
ら
い
た
く
な
い
。
特
に
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
か

ら
の
世
界
、
技
術
や
情
報
化
の
近

代
化
で
時
代
が
変
わ
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
そ
れ
ら
に
応
じ
て
日
本

の
国
民
の
生
活
レ
ベ
ル
を
ど
ん
な

形
で
上
げ
て
い
く
べ
き
か
と
、
そ

う
い
う
よ
う
な
次
元
か
ら
も
ぜ
ひ

市
長
さ
ん
の
方
か
ら
住
民
へ
の
呼

び
か
け
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
ミ

ク
ロ
的
に
今
の
現
状
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ベ
ー
ス
に
い

ろ
い
ろ
の
合
併
を
論
じ
て
行
く
の

で
は
な
く
て
、
マ
ク
ロ
的
に
こ
れ

か
ら
30
年
50
年
先
を
見
越
し
て
、

ご
指
導
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
国
は
合
併
を
構
造
改
革
で
進

め
る
基
本
理
念
と
し
て
、
地
方
分

権
時
代
に
分
権
を
担
え
る
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
合
併
で

す
、
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
い
や

そ
れ
は
立
て
前
で
あ
っ
て
本
音
は

別
の
所
に
あ
る
と
い
う
議
論
も
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
市
町
村
長

は
一
定
将
来
を
見
通
し
た
う
え
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
明
を

大
胆
に
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
国
や
県
の
た
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め
に
合
併
し
ょ
う
と
、
あ
る
い
は

合
併
を
進
め
よ
う
と
い
う
意
識
は

全
く
な
い
、
南
国
市
に
と
っ
て
合

併
が
ど
う
か
、
と
い
う
こ
の
一
点

で
す
。

僕
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
国

の
押
し
つ
け
だ
か
ら
絶
対
反
対
と

い
う
議
論
は
、
本
当
に
薄
っ
ぺ
ら

な
も
ん
に
感
じ
て
仕
方
が
な
い
。

反
対
な
ら
反
対
で
も
い
い
け
れ

ど
、
そ
れ
は
そ
れ
で
き
ち
っ
と
し

た
議
論
を
積
み
重
ね
て
、
や
っ
て

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

合
併
問
題
は
賛
成
で

も
反
対
で
も
な
い
ん
で
す
が
、
私

は
、
た
だ
国
が
言
っ
て
る
か
ら
と

か
で
な
く
、
市
長
さ
ん
の
い
ま
現

在
、
押
し
進
め
て
こ
ら
れ
た
自
分

の
市
政
の
あ
り
方
と
い
う
か
、
や

り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
れ
を
取
り
巻
い
て
、
市
民
が

あ
る
程
度
根
を
張
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
が
あ
る
程
度
は
整
理
が
つ
か

な
い
限
り
、
合
併
し
て
も
お
か
し

い
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
あ
の
と
き
合
併
す
る

ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
か
、
後
で
悔

い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
市
民
・

行
政
・
議
会
、
ま
た
各
市
長
さ
ん

と
い
く
ら
討
論
を
し
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
し
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
市

長
さ
ん
を
ほ
め
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
そ
の
点
を
考
慮
し
て
頂
い
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

合
併
問
題
が
、
南
国
市
が

押
し
進
め
て
い
ま
す
「
ま
ち
づ
く

り
」
に
ど
う
い
う
よ
う
な
影
響
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
事
務
レ
ベ
ル
で
南
国
市
と
香

美
郡
８
カ
町
村
で
助
役
担
当
課
長

会
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
と
ど

う
影
響
す
る
の
か
、
集
中
議
論
を

す
る
組
織
も
で
き
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
悔
い
を
の
こ
さ

な
い
一
定
の
将
来
を
見
込
ん
だ
結

論
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
勇
気
を
持
っ
て
議

論
に
参
加
し
、
い
ろ
ん
な
レ
ベ
ル

の
検
討
会
を
組
織
し
て
一
生
懸
命

こ
の
問
題
に
は
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
こ
ん
な
に
考
え
て
い
ま
す
。

国
の
合
併
し
た
ら
こ
れ
だ

け
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
よ
と

言
う
の
は
分
か
る
ん
で
す
。
庶
民

的
感
覚
で
言
え
ば
市
町
村
合
併
は

賛
成
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
よ
り
メ

リ
ッ
ト
を
出
す
と
言
う
こ
と
は
人

間
の
知
恵
で
す
か
ら
、
裏
側
に
何

か
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
け
ど
、
裏

側
に
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で

す
か
。

国
の
説
明
で
は
、
今
回
の

合
併
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

対
応
す
る
た
め
と
国
の
財
政
再
建

と
い
う
目
標
が
あ
る
わ
け
で
す
け

ど
、
そ
の
裏
に
何
か
あ
る
の
で
は

と
い
う
こ
と
、
例
え
ば
市
町
村
合

併
と
合
わ
せ
て
さ
ら
に
自
治
体
リ

ス
ト
ラ
を
す
す
め
医
療
福
祉
な
ど

に
か
か
る
国
の
負
担
を
減
ら
す
ね

ら
い
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
、
こ
う

い
う
主
張
も
現
に
あ
る
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
こ
れ
も
私
は
無
視

も
で
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
主
張

が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
の
裏
側
を

見
る
よ
り
は
前
向
き
に
生
き
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

立
場
か
ら
私
は
個
人
的
に
は
大
い

に
合
併
は
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

も
し
、
南
国
市
が
市
町

村
合
併
し
ま
せ
ん
と
言
っ
た
ら
ど

う
な
る
か
と
い
う
疑
問
が
わ
い
て

く
る
ん
で
す
が
、
し
な
か
っ
た
ら

ど
う
な
る
ん
で
す
か
。
国
は
し
な

さ
い
と
言
う
け
ど
南
国
市
は
し
ま

せ
ん
と
言
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん
で

す
か
。

合
併
し
な
か
っ
て
も

別
段
ど
う
も
は
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
交
付
税
の
減
額
と
言
う
こ
と

で
例
え
ば
、
12
年
度
と
13
年
度
を

比
較
し
て
も
交
付
税
措
置
で
約

５
％
程
減
っ
て
お
り
ま
す
。
南
国

市
で
も
２
億
５
千
500
万
円
程
減
っ

て
お
り
特
別
交
付
税
を
含
め
ま
し

た
ら
３
億
を
越
す
訳
で
す
。
国
か

ら
の
財
政
支
援
が
だ
ん
だ
ん
減
る

訳
で
、
合
併
を
す
れ
ば
10
年
間
は

保
証
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
い
ま

す
。
非
常
に
こ
れ
は
苦
し
い
判
断

の
所
だ
と
思
い
ま
す
。
交
付
税
の

減
額
は
16
年
度
ま
で
続
く
見
込
み

で
す
が
、
合
併
す
れ
ば
10
年
間
は

今
の
レ
ベ
ル
で
保
証
し
ま
し
ょ

う
、
10
年
過
ぎ
た
ら
５
年
間
の
激

変
緩
和
措
置
を
し
て
だ
ん
だ
ん
下

げ
て
い
っ
て
16
年
目
に
は
本
来
の

姿
に
返
し
ま
す
と
言
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
10
年
間
と
５
年
間
の
魅

力
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
趨
勢
と
し

て
お
そ
ら
く
合
併
の
方
向
に
行
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。
私
は
、
過
去
に
３
回
合
併

の
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
何
を
感

じ
た
か
と
い
う
と
、
い
わ
ゆ
る
役

場
が
遠
く
な
っ
た
な
と
い
う
こ

と
、
逆
に
い
い
面
も
あ
る
ん
で
す

よ
、
体
育
館
と
か
公
民
館
と
か
、

そ
う
い
う
箱
物
が
た
く
さ
ん
で
き

た
こ
と
で
す
。
た
だ
、
こ
の
資
料

を
見
て
い
て
、
例
え
ば
行
政
側
と

住
民
側
と
は
デ
メ
リ
ッ
ト
・
メ
リ

ッ
ト
は
、
完
全
に
裏
腹
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
行
政
側
は
効
率
化
を

図
り
ま
す
。
こ
れ
は
当
然
で
す
。

そ
う
す
る
と
住
民
は
そ
の
事
に
よ

っ
て
必
ず
不
便
に
な
り
、
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
を
は
っ
き
り
す
る
た
め
に

も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
数
字
の
よ
う

な
も
の
で
、
示
し
た
方
が
判
断
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
出
し
て
頂
い
た
ら
検
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討
の
し
よ
う
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
辺
を
含
め
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

助
役
総
務
課
長
会
で
、
職

員
や
機
構
の
推
定
、
各
市
町
村
で

合
併
支
援
策
に
の
る
と
し
た
ら
何

を
考
え
て
い
る
か
な
ど
、
法
定
協

議
会
が
で
き
る
前
に
、
一
定
の
資

料
作
り
を
進
め
ま
す
。あ
る
い
は
、

関
係
市
町
村
で
担
当
職
員
を
出
し

合
う
こ
と
ま
で
考
え
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
ん
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
合
併
は
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
の
影
響
の
度
合
い
は
違
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、私
自
身
は
、

南
国
市
に
お
け
る
過
去
の
合
併

が
、
地
域
の
連
帯
感
や
歴
史
、
伝

統
を
か
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

合
併
の
判
断
資
料
と

し
て
各
市
町
村
の
財
政
状
況
を
知

り
た
い
で
す
ね
。
こ
の
資
料
だ
け

で
は
収
入
面
が
分
か
り
ま
せ
ん
の

で
チ
ョ
ッ
ト
判
断
し
に
く
い
で
す

が
、
次
の
機
会
に
何
か
で
き
ま
し

た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

高
知
新
聞
が
す
で
に
借
金

の
比
率
と
か
、
53
市
町
村
の
財
政

状
態
を
全
部
載
せ
て
い
ま
す
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
高
知
新
聞
が
触

れ
て
い
な
い
資
料
に
つ
い
て
も
一

緒
に
お
渡
し
し
ま
す
。

★
予
定
の
時
間
を
迎
え
て

長
時
間
に
わ
た
り
ま
し

て
、
市
町
村
合
併
問
題
の
貴
重
な

ご
提
言
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
て
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
市
長
と
し
て
、
市
町
村
合

併
問
題
は
何
ら
か
の
方
向
性
を
出

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
段
階
で
す
。
今
後
い
ろ
ん
な

組
織
を
立
ち
上
げ
、
あ
る
い
は
、

現
在
、
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
の

で
そ
の
中
で
悔
い
の
な
い
選
択

を
、
市
民
・
議
会
と
、
一
体
と
な

っ
て
進
め
て
い
き
た
い
、
そ
し
て

悔
い
の
残
ら
な
い
選
択
を
す
る
た

め
に
、
徹
底
し
た
議
論
の
積
み
重

ね
、
資
料
の
提
供
、
説
明
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
市
町
村
合
併
問
題
の
他

に
「
ゴ
ミ
問
題
」
に
つ
い
て
、
ゴ

ミ
監
視
委
員
や
ゴ
ミ
減
量
推
進
委

員
の
制
度
化
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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市市
長長

モモ
ニニ
タタ
ーー

市市
長長

今今回回視視察察ししたた施施設設のの概概要要今今回回視視察察ししたた施施設設のの概概要要

【【一一般般廃廃棄棄物物最最終終処処分分場場】】

【【土土佐佐清清風風園園】】

市市
長長

平成12年５月移転改築した同施設に
は、「特別養護老人ホーム」「デイサー
ビスセンター」「在宅介護支援センタ
ー」があり、介護や日常生活上のお世
話・機能訓練などのサービスをしてい
ます。
■所在地／岡豊町小篭３５９ー１
■延床面積／4,056.64㎡�

■所在地／南国市八京
■施設全体面積／約80,000㎡

■埋立地部分面積／約16,300㎡

■埋立容量／約83,000

■埋立期間／平成14年～28年度（予定）
■総工費／約40億円（用地費含む）

人人
権権
〜〜
共共
生生
のの
時時
代代
⑦⑦

人人
権権
教教
育育
シシ
リリ
ーー
ズズ

同
和
問
題
の
解
決
を
妨
げ
て
い

る
も
の
の
一
つ
に
、
日
本
人
の

「
世
間
体
」
を
気
に
す
る
考
え
方

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
あ
な
た
が
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
を
意
識
す
る
の
は
、
ど
ん
な

場
合
で
す
か
？
」
と
い
う
意
識
調

査
の
中
で
、「
結
婚
…
」
と
い
う

回
答
が
、
最
も
多
い
割
合
を
表
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
今
ま
で
数
回
、

仲
人
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、「
私
は
、
本
人
任
せ
に
し
た

い
の
で
す
が
、
親
類
が
…
」「
近

所
の
こ
と
が
…
」
と
い
っ
て
、
同

和
地
区
の
人
と
の
結
婚
に
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
い
る
両
親
に
、
出
会

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

「
世
間
体
」
が
重
い
意
味
を
も
っ

て
い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
時
、

「
私
の
人
生
の
主
人
公
は
、
こ
の

私
自
身
で
す
」
と
、
は
っ
き
り
言

え
る
自
信
と
勇
気
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で

自
分
が
正
し
い
と
信
じ
る
行
動
を

積
極
的
に
し
よ
う
と
す
る
よ
り

も
、
世
間
の
目
か
ら
見
て
「
恥
」

を
か
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
自

分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
生
き
方

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
場
合
、
自
分
の
毎
日
つ
き
あ
っ

て
い
る
人
た
ち
だ
け
で
、
あ
る
い

は
、
自
分
の
ま
わ
り
の
社
会
だ
け

で
、「
世
間
体
」
を
考
え
て
い
る

と
し
た
ら
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題

で
す
。
人
権
意
識
に
つ
い
て
も
同

様
で
す
。

今
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
人
権

意
識
を
、
自
分
の
ま
わ
り
の
人
た

ち
だ
け
、
つ
ま
り
、
限
ら
れ
た

「
世
間
体
」
と
比
べ
る
の
で
は
な

く
、
日
本
全
体
、
さ
ら
に
国
際
的

人
権
意
識
の
潮
流
と
対
比
す
る

と
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
自
分
の
人

権
意
識
を
問
い
直
す
時
に
大
切
な

こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
自
分
の
考

え
て
い
た
「
世
間
体
」
と
い
う
も

の
が
、
い
か
に
狭
か
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

人
間
が
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
世
の
中
の
常
識
に
寄
り
か
か

る
の
で
は
な
く
、
物
事
を
自
分
の

眼
で
確
か
め
て
み
て
、
じ
っ
く
り

と
考
え
、
正
し
い
判
断
を
し
、
適

切
な
行
動
が
で
き
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

よさこいピック高知
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■リレー実施日／10月13日（日）�

■募集人数／全４区間 30名

■応募資格（次の要件を満たす方）
　  ① 南国市在住の方で国籍は問いません（市内公立小・中学生は各学校ごとに推薦依頼しますので 除き

　　 ます）。 ただし、高校生以下（４月１日現在）は、保護者の承認が必要です。
　②一般区間は、おおむね時速10km（１km６分）で走行できる方。
　� ふれあい区間は、おおむね時速７km（１km８分）で自力走行できる方。
　　 なお、身体に障害のある方については、介助者の伴走および車イスの使用もできます。 
　　  ただし、走者自身で伴走者および車イスを準備できる方。また、介助者についても伴走区間を所定の
　　　速度で走行できる方。
　� 南国市実行委員会が主催する事前の説明会、練習会などに参加できる方。

■募集期間／４月１日（月）～４月22日（月）まで（当日消印有効）

■選考および発表
　走者の選考は、よさこい高知国体南国市実行委員会が行い、結果は５月末までに郵送で応募者全員に
　通知します。
　なお、結果について電話でのお問い合わせはご遠慮ください。

■応募方法
　� 所定の応募用紙に必要事項を記入し、南国市教育委員会生涯学習課「南国市大会旗・炬火リレー走
　　者募集」 係まで、郵送またはご持参ください（FAXでの応募も可）。　　
　　　　〒７８３ー８５０１　南国市大埇甲２３０１
　　　　　南国市教育委員会  生涯学習課「南国市大会旗・炬火リレー走者募集」係
　　　　　　　　（�８８０ー６５６９、�８８０ー６２０１）
　� 応募は１人１通とします。
　� 応募用紙は、市教育委員会・よさこい高知国体南国市実行委員会事務局・市立スポーツセンター・
　　 市役所１階総合案内に配置しています。　

●

●

●

●

■■
国国
保保
のの
資資
格格
にに
変変
更更
がが
ああ
っっ

たた
とと
きき
はは
、、
1144
日日
以以
内内
にに

届届
けけ
出出
をを
！！

資資
格格
のの
変変
更更
とと
はは
、、
転転
入入
・・
転転

出出
・・
出出
生生
・・
死死
亡亡
なな
どど
のの
市市
民民
課課

へへ
届届
けけ
出出
をを
必必
要要
とと
すす
るる
事事
柄柄
がが

生生
じじ
たた
とと
きき
やや
、、
職職
場場
のの
健健
康康
保保

険険
なな
どど
国国
保保
以以
外外
のの
健健
康康
保保
険険
がが

でで
きき
たた
とと
きき
、、
まま
たた
はは
なな
くく
なな
っっ

たた
とと
きき
のの
ここ
とと
でで
、、
必必
ずず
国国
保保
係係

へへ
届届
けけ
出出
をを
行行
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

届届
けけ
出出
がが
なな
かか
っっ
たた
りり
遅遅
れれ
たた

りり
すす
るる
とと
、、
資資
格格
がが
なな
いい
のの
にに
国国

保保
税税
をを
課課
税税
ささ
れれ
たた
りり
、、
最最
高高
でで

３３
年年
間間
ささ
かか
のの
ぼぼ
っっ
てて
課課
税税
ささ
れれ

まま
すす
。。
まま
たた
、、
資資
格格
喪喪
失失
後後
にに
国国

保保
のの
保保
険険
証証
でで
医医
療療
機機
関関
にに
かか
かか

っっ
たた
場場
合合
、、
市市
のの
負負
担担
分分
をを
返返
納納

しし
てて
いい
たた
だだ
くく
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま

すす
。。

■■
学学
生生
用用
保保
険険
証証
のの
交交
付付

修修
学学
のの
たた
めめ
別別
にに
住住
所所
をを
定定
めめ

るる
とと
きき
（（
転転
出出
届届
要要
））、、
在在
学学
証証

明明
書書
とと
保保
険険
証証
・・
印印
かか
んん
をを
持持
っっ

てて
国国
保保
係係
へへ
申申
請請
すす
るる
とと
、、
学学
生生

用用
のの
保保
険険
証証
をを
交交
付付
しし
まま
すす
。。
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■その他
　 ① 服装については、南国市実行委員会が配布する服を着用してください。
　     ＊半ズボン・靴・ソックスは走者で準備してください。色は指示します。
　　②リレー走者に決定した方は、傷害保険に加入していただきます。

　　 ＊費用については、南国市実行委員会で負担します。
　  ③リレー走者に決定した方が、ケガなどにより走行に支障が生じる場合や、よさこい高知国体実行

　　 委員会（県）が行う大会旗・炬火リレー走者に決定した場合は、南国市大会旗・炬火リレー走者
　　 の資格を失います。
　④南国市大会旗・炬火リレーおよび事前の説明会、練習会などに参加するための費用は、各走者の
　　 自己負 担でお願いします。
　⑤応募者多数の場合、年齢など勘案して選考する場合があることをあらかじめご了承ください。
　  ⑥走行する区間および役割分担については、市実行委員会で決定させていただきます。

■南国市大会旗・炬火リレー募集コース一覧

区間番号
１
２
３

日章農園駐車場～ＪＡ南国市野菜集送センター
ＪＡ南国市野菜集送センター～サニーアクシス駐車場
サニーアクシス駐車場～ホリデイホール前

１.１０ km

０.７５ km�
１.７０ km 

区　　　間 距　離
一般区間
ふれあい区間
一般区間

４ ホリデイホール前～パワーセンター駐車場 ２.００ km� 一般区間

区間編成

※ふれあい区間とは、身体に障害がある方と健常者が一緒に走行する区間です。

みんなで、
　国体に参加しよう!!

■走者編成

炬火保持者 炬火副保持者

大会旗 全スポ旗

進行方向
随走者

※お問い合わせは
　南国市教育委員会生涯学習課
　（�８８０ー６５６９）まで

（４月から、社会教育課が、生涯学習課に課名変更しました）

■■
国国
保保
健健
康康
優優
良良
家家
庭庭

国国
保保
のの
被被
保保
険険
家家
庭庭
でで
平平
成成
1100

年年
度度
かか
らら
平平
成成
1122
年年
度度
のの
３３
年年
間間

にに
わわ
たた
りり
疾疾
病病
なな
どど
にに
よよ
るる
給給
付付

がが
なな
くく
、、
まま
たた
そそ
のの
間間
のの
国国
保保
税税

もも
完完
納納
ささ
れれ
てて
いい
るる
次次
のの
5511
世世
帯帯

がが
平平
成成
1133
年年
度度
表表
彰彰
をを
受受
けけ
、、
表表

彰彰
状状
・・
記記
念念
品品
がが
贈贈
らら
れれ
まま
しし
たた
。。

表表
彰彰
世世
帯帯
はは
次次
のの
とと
おお
りり
でで
すす
。。

（（
敬敬
称称
略略
、、
順順
不不
同同
））

岩岩
原原
佳佳
代代

近近
澤澤
武武
司司
島

養養
子子

橋橋
田田
壽壽
惠惠

橋橋
田田
利利
春春

川川
村村
純純
雄雄

武武
樋樋
達達
男男

坂坂
本本
幸幸
子子
藤藤
原原
幹幹
夫夫

吉吉
村村
伯伯
夫夫

田田
渕渕
耕耕
二二

髙
山山
洋洋
子子
　　

北北
森森
綾綾
子子

西西
川川
幸幸
一一

川川
添添
髙
知知

岡岡
上上
冴冴
子子

近近
森森
孝孝
一一

苅苅
谷谷
榮榮
一一

川川
村村
昭昭
二二

射射
手手
人人
芸芸

岡岡
本本
利利
通通

濱濱
田田
浅浅
伊伊

竹竹
島島
美美
子子

竹竹
内内
重重
幸幸

橋橋
田田
義義
行行

森森
國國
春春
男男

山山
本本
福福
次次

土土
居居
功功
二二

森森
尾尾
照照
美美

宮宮
尾尾
晉晉
一一

中中
澤澤
溢溢
美美

桐桐
山山
フフ
ササ

中中
村村
隆隆
夫夫

田田
中中
小小
夜夜
子子

城城
尾尾
昭昭

岡岡
本本
均均

岡岡
内内
彌彌
久久
猪猪

澤澤
村村
惠惠

岡岡
本本
弘弘

北北
村村
登登
志志
忠忠

前前
田田
節節

山山
本本
卓卓

山山
下下
惠惠
美美
子子
山山
﨑
昭昭
三三
郎郎
森森
瞳瞳

柏柏
原原
美美
榮榮
子子
近近
田田
美美
佐佐
子子

濱濱
口口
登登
喜喜
惠惠
佐佐
々々
木木
貞貞
子子

下下
司司
貴貴
代代
惠惠
大大
久久
保保
真真
理理
子子

※※
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
はは

保保
健健
課課
国国
保保
係係

（（
�
８８
８８
００
・・
６６
５５
５５
６６
））まま
でで



広広報報ななんんここくく４４月月号号12

大
切
な
水
、
大
切
な
資
源
を
無
駄
な
く
汚
さ
ず
使
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（夏季大会）

サッカー（少年男子）・ライフル射撃（CP）

2月14日

命命のの水水をを守守ろろうう命命のの水水をを守守ろろうう!! !!!! !!
水水源源地地へへ感感謝謝米米水水源源地地へへ感感謝謝米米

山田堰井筋土地改良区臨時総代会が開かれ、
「21世紀土地改良区創造運動」の一環として、
水源地である物部村へ感謝の気持ちを表そう
と、全組合員から資金を集め組合員１人あた
り新米１升以上を贈ること、さらに水源かん
養林を購入することが決められました。

2月16日

３月３日

市民体育館で、よさこい高知国体歓迎装飾・応
援班長会が開催され、地区協力会受入組織の班長
200名が参加しました。
全国から来高する選手・監督を温かくお迎えす

るための歓迎装飾・応援の研修を熱心に受け、廃
材を使用したプランターキット枠の製作にもチャ
レンジ。「だれでも簡単に作れるね！」と話して
いました。

「「「「ひひととりりひひとと役役ひひととりりひひとと役役
みみんんなながが主主役役みみんんなながが主主役役」」」」

明明日日にに向向かかっってて明明日日にに向向かかっってて
羽羽ばばたたけけ羽羽ばばたたけけ!! !!!! !!

「社会への旅立ちを励ます会」がグレース
浜すしで開かれました。
会には、市長、教育長をはじめ各中学校長、
進路担当の先生など関係者30名が参加、実社
会に一足早く巣立っていく生徒のみなさんに
記念品を贈呈し、激励しました。

ごごみみののなないいごごみみののなないい
ききれれいいなな川川　　　　ききれれいいなな川川　　　　
ににししよよううににししよようう!! !!!! !!

「川干」の期間を利用して舟入川・新川・
藻川の一斉清掃が、地域の住民約100名の参
加により行われました。
それぞれの川は、以前に比べてごみの量は

減っていますが、たくさんのビニールや缶、
中にはバイクなども捨てられていました。参
加した人は、「昔のように、いろんな魚がた
くさん住める川になればいいですね。」と話
していました。

３月６日
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香
長
平
野
は
こ
れ
か
ら
南
風
を
受
け
て
、
早
苗
の
緑
が
、
さ
ざ
波
の
よ
う
に
光
っ
て
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこい高知国体夏季大会

▲２／15 第32回南国市子ども会
連合会人形劇キャラバン　

（長岡小学校）

▲２／22 食生活改善推進協議会
立食パーティー

（保健福祉センター）

▲２／17 南国市環境委員連合会
主催の「森は海の恋人」シンポ
ジウム　　　（グレース浜すし）

▲２／13 モラロジー生涯学習セ
ミナー （グレース浜すし）

▲２／17 十市小学校増築落成式典　
（十市小学校）

▲２／９ 第13回南国市ゲートボ
ール大会　　　（鳶ヶ池運動場）

▲２／19 北陵中学校生職場体験
学習　　（市消防署北部出張所）

▲２／９ 久礼田体育会が生涯ス
ポーツ推進県民会議で表彰され
ました。 （高知県庁）

▲２／11 第16回南国市長杯スカ
ッシュバレー大会　

（スポーツセンター）

▲２／13 カシオ計算機�第３工
場新築工事竣工式 （比江）

▲２／24 第23回土佐はし拳全日
本選手権南国場所（市民体育館）

▲２／24 ケアハウス白山荘芸能
大会　　　（ケアハウス白山荘）

▲２／27 連合婦人会「市政を学
ぶ女性の集い」で市長が講演し
ました。 （市役所）

▲２／28 平成13年度南国市更生
保護事業関係功労者顕彰式　

（グレース浜すし）

▲２／23 国府公民館移動教室で
宅間一之先生を招き、長宗我部
元親の足跡を訪ねる史跡巡りが
行われました。 （高知市）

▲３／４　ボランティア団体「きら　
めきグループ」が土佐清風園の清
掃を行いました。 （土佐清風園）

▲２／27 女性消防団員が紙芝居
を使い火災予防啓発運動を行い
ました。 （大篠保育園）

▲２／16 国際ソロプチミスト南
国クラブ主催の席書会

（奈路小学校）
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QQQQ 答答ええをを入入れれてて歌歌っっててくくだだささいい！！
�ととんんととんんととんんかかららりりんんとと隣隣組組。。

格格子子ををああけけれればば顔顔ななじじみみ。。
ままわわししててちちょょううだだいい「「ＡＡＢＢＣＣＤＤＥＥＤＤ」」

知知ららせせらられれたたりり、、知知ららせせたたりり�

ヨヨココ　　ヨヨココ　　①①土佐の稲作発祥の地、○○○遺跡。
②②福岡ダイエーのシンボル。
③③ものがなしい感じ。○○○○
④④商品などについている、太さの違う線とその
間隔の並びで英字数字などを表現した符号。

⑤⑤○○○ドイツ。
⑥⑥暖房器○○○ブ。

タタテテ　　タタテテ　　①①南国市の花。
③③野球でホームランのこと。
⑦⑦雷神が背負っている太鼓は○○○。
⑧⑧手押し車。ショッピング○○○。
⑨⑨深く物事に感じて心を動かされること。○○　
○○を覚える。

■締め切り／平成14年４月15日（月） 必着

■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301
南国市企画課親子クイズ係

■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に
図書券を贈呈

★第358回親子クイズの答えは、
「田園・用水」でした。

★応募総数／22通 ★正 解 率／82％

【第358回当選者】
上地　理嗣さん（大埇甲 ）
野川　康伸さん（大埇甲 ）
沼　 廣美さん（稲　生）
今橋　春美さん（西野田）
島田　佳幸さん（領　石）

� ��

�

�

�

�

�

Ｃ Ａ

ＤＢ

�

E

358回解答

芸農

田

火

能

洋

島畑 国

園

西水

植 栽

地

用

（平日・土日祝）●印はバイパス経由

  8：25

10：25
11：55
13：25
14：55

  7：00
  8：42

10：42
12：12
13：42
15：12止
16：10
18：30

  7：08
  8：50

10：50
12：20
13：50

16：18
18：38

・・  7：13
・・  8：55

・・10：55
・・12：25
・・13：55

・・16：23
　18：46

  7：18
  9：00

11：00
12：30
14：00

16：28
18：51

  7：22
  9：04

11：04
12：34
14：04

16：32
18：55

  7：25
  9：10

11：10
12：40
14：10

16：40
18：58

  7：29
  9：14

11：14
12：44
14：14

16：44
19：02

　  7：37
　  9：22

・・11：19
・・12：49
・・14：19

・・16：49
・・19：07

  7：42
  9：27

11：24
12：54
14：24

16：54
19：12

  7：50
  9：35止
10：00
11：32
13：02
14：32

17：02止
19：20

  8：07
  
10：17
11：49
13：19
14：49

高知医大 後免町 里改田 浜改田通 前浜 久　 枝 前浜 浜改田通 里改田 高知医大後免町

　国の規制緩和政策にともない、公共機関に対する
国・県の補助がなくなり、今後、市内を走るバスを
維持運行するためには市単独の費用でバス運行を維
持することになりました。
　そこで、市では市内を走るバスを再編成して、土
佐電ドリームに運行委託し、４月１日から下の運行
時刻表のとおり維持運行しますのでお知らせします。

（平日・土日祝）

  8：08
  9：15

11：23
12：30

14：05

15：40

  7：10
   ー
  9：25止
10：05
   ー
12：40
13：05
14：15止
14：40
15：50止
17：25

  7：14
  8：18

10：09
11：33

13：09

14：44

17：29

  7：21
  8：26

10：17
11：41

13：17

14：52

17：37

  7：26
  8：32

10：23
11：47

13：23

14：58

17：43

  7：31
  8：38

10：29
11：53

13：29

15：04

17：49

  7：35
  8：45

10：35
12：00

13：35

15：10

17：55

  7：40
  8：50

10：40
12：05

13：40

15：15

18：00

  7：46
  8：56

10：46
12：11

13：46

15：21

18：06

  7：53
  9：03

10：53
12：18

13：53

15：28

18：13

    ー
    ー

   ー
   ー

   ー

   ー

18：19止

  8：03
  9：13

11：03
12：28

14：03

15：38

JA高知病院 後免町 後免駅前 笠ノ川 領石 植　 田 後免町 JA高知病院後免駅前笠ノ川領石

（→は両線の運行順路です）

今
回
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
は
、
や
さ
し
い
よ
う
で
難
解
で
し
た
。
正
確
に
で
き
た
か
な
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術



　
３
人
の
娘
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
、
今
は
一
人
暮
ら
し
で
す
。

　
で
も
、
娘
と
孫
が
よ
く
遊
び
に
来
て
く

れ
る
の
で
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
ま

た
、
県
外
の
娘
た
ち
に
野
菜
な
ど
を
送
る

の
も
楽
し
み
で
す
。

　
趣
味
は
、
週
１
回
、
中
央
公
民
館
で
の

健
康
体
操
と
、
１
時
間
程
度
の
散
歩
！

裁
縫
と
い
う
仕
事
柄
あ
ま
り
体
を
動
か
さ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
運
動
し
だ
し
た
ら
背

筋
も
伸
び
て
、
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。

　
南
国
市
に
は
、
気
軽
に
行
け
る
プ
ー
ル

な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
明
る
く
、
ハ
キ
ハ
キ
と
よ
く
響
く
声
が

印
象
的
な
西
岡
さ
ん
。
「
大
き
な
声
は
健

康
な
証
拠
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
毎
週
木
曜
日
に
日
章
小
学

校
体
育
館
で
地
域
の
皆
さ
ん（
25
名
程
度
）

と
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
大
会
に
年
間

３
回
出
場
し
て
い
ま
す
が
成
績
は
、
さ
っ

ぱ
り
。
で
も
、
勝
敗
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

仲
間
の
皆
さ
ん
と
元
気
に
和
気
あ
い
あ
い

と
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
平
成
２
年
か
ら
高
知
高
専
の
留
学
生
も

加
わ
り
、
国
際
交
流
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
日
章
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
創
立
か
ら

18
年
間
、
暮
ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
！

ス
ポ
ー
ツ
の
中
に
ユ
ー
モ
ア
を
！
モ
ッ
ト

ー
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
、
い

き
い
き
と
話
す
２
人
で
し
た
。

西岡  節三さん（大埇甲）

島内　幹夫 さん（物部）
小原　君恵 さん（立田）
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■ 予防接種の広域化について
　　４月１日から県内の小児科を中心とする委託医療機関にて、個別予防
　接種が広域的に受けられるようになりました。
　　送付済みの予診票で従来通り接種できますが、接種できる日程などは
　各自希望医療機関にお問い合わせください。
　＜広域化の対象となる定期予防接種＞　＜広域化の対象となる定期予防接種＞
　　● 百日咳・ジフテリア・破傷風三種混合（１期・２期）／３カ月～７歳６カ月未満（１期）、
　　　11歳～13歳未満（２期）
　　● 麻疹（はしか）／１歳～７歳６カ月未満
　　● 風疹／１歳～７歳６カ月未満および昭和54年４月２日～昭和62年10月１日生まれ（後者につい
　　　ては、平成15年９月30日までの実施期間）
　　●日本脳炎（１期～３期）／３歳～16歳未満のそれぞれ決められた年齢の間
　＜南国市の実施医療機関＞　＜南国市の実施医療機関＞
　　●すべての予防接種を実施する機関／ＪＡ高知病院小児科、市原内科小児科、吉本小児科皮膚科、
　　　　田村こどもクリニック、あけぼの小児クリニック、たかはし内科小児科、曽根産婦人科医院、
　　　　山本循環器内科
　　●一部の予防接種を実施する医療機関／信貴耳鼻咽喉科、高田内科、北村病院、南国厚生病院
　　　　＊保健福祉センターのホームページに詳細が記載されていますのでご覧ください。

■  風疹予防接種（経過措置）の実施について
　　予防接種法の改正により、昭和54年４月２日～昭和62年10月１日生まれの方が対象となりました
　（平成15年９月30日までの実施期限）。
　　風疹は生涯１回のみの接種となりますが、この年齢に該当し未接種で接種希望の方は予診票を送
　付しますのでご連絡ください。

　　　　　　　※お問い合わせは、保健福祉センター（�８６３ー７３７３）まで
　　　　　　　　ホームページ（http://www.city.nankoku.kochi.jp/hfc/index.htm）　

みみんんななのの広広場場

今
回
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
は
解
答
に
自
信
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
？

頭
の
運
動
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこい高知国体秋季大会



や
さ
し
い
花
づ
く
り
講
座

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
ま
ち
づ
く
り

基
本
的
な
土
づ
く
り
か
ら
、
季

節
の
花
の
寄
せ
植
え
ま
で
!!
よ

さ
こ
い
国
体
の
年
。
ま
ち
を
、
心

を
、
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
き
・
内
容

▼
４
月
18
日
(木)

春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

▼
10
月
３
日
(木)

秋
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

■
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
対
象
／
南
国
市
民

■
受
講
料
／
400
円
（
２
回
分
）

■
材
料
費
／
実
費

■
申
込
締
切
／
４
月
12
日
(金)

必
着

た
の
し
い
音
楽
教
室

■
と
き
／
５
月
９
日
(木)
・
６
月
13

日
(木)
・
７
月
11
日
(木)
・
11
月
７

日
(木)
・
12
月
12
日
(木)
の
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
講
師
／
谷
絵
理
子
さ
ん（
音
楽

療
法
士
）

■
内
容
／
毎
回
季
節
の
歌
を
歌
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
鑑
賞
や
楽
器
演
奏
音
楽

療
法
の
体
験
な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
対
象
／
南
国
市
民

■
受
講
料
／
１
千
円
（
５
回
分
）

■
申
込
締
切
／
４
月
19
日
(金) 
必
着

英
会
話
教
室（
初
級
・
中
級
）

ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
の
仕
方
や
慣

れ
な
い
外
国
で
自
分
を
し
っ
か
り

と
表
現
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

■
と
き

５
月
15
日
(水)
・
22
日
(水)
・
29
日

(水)
・
６
月
５
日
(水)
・
12
日
(水)
の

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
大
会
議
室

■
対
象
／
南
国
市
民

■
講
師
／
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生

■
募
集
人
員
／
40
人

■
受
講
料
／
１
千
円
（
５
回
分
）

■
申
込
締
切
／
４
月
25
日
(木)
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� 下水道への接続
　　供用開始となった土地に家屋のある方は、３年以内にトイレを水洗化し、台所などからの汚水と一
　緒に下水道に接続する義務が生じます。
◎ 受益者負担金の賦課対象区域となる土地の縦覧
　　市では、ことし受益者負担金の対象区域となる土地の所有者の方に、そのむねを文書で連絡します。
　また、下水道課で関係図面を縦覧することができます。　■縦覧期間／４月１日(月)～４月15日(月) 

　　　　　　　　　　※お問い合わせは、下水道課（�８８０ー６５６３）まで 

　清流の流れる美しい環境のまちを
目指してスタートした下水道事業は、
皆さんの協力により、平成１３年度
の工事も無事完了しました。
　４月１日からその完了部分の３.２
７haが追加され、供用を開始し、１
７４.１７haとなります。    

　下水道の供用開始区域に土地を持ってい
る方には、次のふたつの義務が生じます。

①受益者負担金

　　下水道のある生活が始まると快適な生
　活環境が生まれ、その土地の利用価値も
　高まります。しかし、この事業には多大
　な費用がかかります。この費用の一部を
　下水道の整備により直接利益を受ける方
　に負担していただくのが、受益者負担金
　制度です。
　　負担金は供用開始時に一度だけ賦課さ
　れ、その単位当たりの負担金は次のとお
　りです。

敷地面積／１㎡当たり　 ４９０円
　　　　　１坪当たり　約１,６１７円

は下水道供用は下水道供用は下水道供用
　　　　開始地域　　　　開始地域　　　　開始地域

大篠小大篠小

東工業東工業

サニーサニー
アクシスアクシス

後免町駅後免町駅

後免駅後免駅

大篠農協大篠農協

至　至　
土佐山田土佐山田

至　浜改田至　浜改田

至　領石至　領石

農業高農業高

市役所市役所

至　高知至　高知

南国南国
消防署消防署

”
文
化
ホ
ー
ル
“
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
と
、
立
派
な
図
書
館
！

文
化
都
市
に
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり



手
作
りおし

ゃ
れ
雑
貨
教
室

■
と
き
・
内
容

▼
５
月
13
日
(月)

　
簡
単
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
の
ポ
プ
リ
ド
ー
ル

▼
５
月
27
日
(月)

　
針
金
ハ
ン
ガ
ー

（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）の
リ
メ
イ
ク

▼
６
月
10
日
(月)
・
６
月
24
日
(月)

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
ク

▼
７
月
８
日
(月)

100
円
シ
ョ
ッ
プ

の
ス
ト
ロ
ー
ハ
ッ
ト
を
お
し
ゃ

れ
に
。

■
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
対
象
／
南
国
市
民

■
募
集
人
員
／
30
名

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館

■
受
講
料
／
１
千
円
（
５
回
分
）

■
材
料
費
／
毎
回
実
費
800
円
程
度

■
申
込
締
切
／
４
月
24
日
(水)
必
着

■
備
考
／
応
募
者
多
数
は
抽
選

※
「
花
づ
く
り
講
座
」「
音
楽
教

室
」「
英
会
話
教
室
」「
お
し
ゃ
れ

雑
貨
教
室
」
の
お
申
し
込
み
《
往

復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
講

座
別
に
１
人
１
枚
》
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
〒
７
８
３
ー
８
５
０
１
　

南
国
市
大

埇
甲
２
３
０
１
　
�
８
８
０
・

６
５
６
９
）ま
で

広広報報ななんんここくく４４月月号号 17

おお知知ららせせ

サ ー ク ル 名

英会話

ヨーガ

茶道（裏千家）

喜 多 流 謡 曲

コ ー ラ ス

市 民 句 会

英 会 話

手 話

子 育 て 広 場

園 芸

墨 絵

編み物（手編み）

三味線・太鼓

囲 碁

紙彩画（ちぎり絵）

（昼の部）

日 時 講師 ところ 代 表 者 連 絡 先

毎 週 金 曜 日
19:30～21:00

井上アリス

（夜の部）

華 道
（昼の部）

（夜の部）

第２・４土曜日

毎週木曜日

毎週金曜日

毎週水曜日

第１水曜日

第３日曜日

火曜日（月３回）

毎週火曜日

第３金曜日

第１・３日曜日

第２・４火曜日

毎週月・水・金曜日

第1・2・3水曜日

第１・３水曜日

毎週木曜日

毎週月曜日

毎週月曜日

13:30～15:00

19:30～21:00

10:00～12:00

9:30～12:00

13:00～16:00

19:00～21:00

13:00～17:00

13:30～15:30

9:30～15:30

10:00～12:00
19:00～20:45

13:30～16:30
19:00～21:00

19:30～21:00

13:30～15:00

19:30～21:00

19:00～21:00

10:00～12:00

野田公民館

大篠公民館

中央公民館

野田公民館ほか

野田公民館

大篠公民館

中央公民館

大篠公民館

中央公民館

大篠公民館

後免町公民館

中央公民館

大篠公民館

中央公民館

中央公民館

坂本孝幸 862-3002

黒岩冨士子 863-2368
土田美鈴 863-2500

北村定子 862-0475
西岡佳範 863-3409

平井慶子 864-0286

西森信子 865-3680

井上真実 864-4238

外国人講師

井 上 恭 介

竹内冨二枝

池 上 寿 雄

美濃部富子

高 橋 輝 雄

河 野 　 保

西 本 倍 崇

高 橋 兎 子

安 岡 芳 徳

島 崎 允 恵

野村幸太郎

西本佳奈子

西 森 信 子
（真生流）

森 　 武 司

詩 舞

書 道

洋 画

洋 裁

読 書

さ つ き

南国フォトクラブ

話 し 方 勉 強 会

観 世 流 正 謡 会

南 国 み ん よ う

楽 し い 民 踊

毎週月曜日

土曜日（月３回）

毎週水曜日

毎週木曜日

第１・３火曜日

第２日曜日

第４木曜日

第４火曜日

第１日曜日

毎週火曜日

第２・４火曜日

19:00～21:00

19:00～21:00

19:00～21:00

9:30～15:30

14:00～16:00

9:30～12:00

18:00～21:00

18:30～20:30

12:00～17:00

10:00～12:00

19:00～21:00

中央公民館

中央公民館

大篠公民館

旧大篠女学院

中央公民館

中央公民館

中央公民館

中央公民館

大篠公民館

中央公民館

中央公民館

高島田正子 864-4004
窪内　孝 864-3230
沢本吉子 863-2289
増井静江 864-2084
岡田佐代子 865-1274
池上寿雄 863-3507
井上一夫 090-4787-3988
澤田幸子 090-7780-2617
森岡久利 865-2418
別役雅子 863-0141
別役雅子 863-0141

中村澄眞子

坂 本 大 龍

浪 越 篤 彦

木下真里子

田 岡 信 雄

小 松 和 夫

芝 　 速 三

元 吉 正 子

森 岡 久 利

別 役 雅 子

別 役 雅 子

（初級）

（中級）

18:00～19:30

アノ・ジャイコブセン
中央公民館

正岡　泰

漆原佳代 863-2857
笹岡　修 0887-54-1439
山崎真里 864-4679

片岡二郎 863-5766
乾　佳子 862-1425

沖本孝夫 863-5458
浜田龍雄 864-3970
根須節子 864-2393

864-0545

平成平成1414年度　中央公民館のサークル年度　中央公民館のサークル
※受講希望の方は、希望するサークルの代表者連絡先へ、直接電話でお申し込みください。

子
育
て
中
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
た
く
て
も
託
児
が
な
い
と
無
理
な
事
が
多
い
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこいピック高知

４月から、社会教育課が、生涯学習課に課名変更しました。



ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル初心

者
教
室

■
と
き
／
４
月
13
日
(土)
・
４
月
27

日
(土)

の
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
／
鳶
ヶ
池
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
講
師

公
認
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

■
参
加
費
／
無
料

■
備
考
／
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル

は
貸
与
し
ま
す
。身
軽
な
服
装
、

運
動
靴
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
�
８
６
５
・
８
０
１
５
）ま
で

老
人
医
療
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

４
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
へ
通

院
し
た
時
の
、
ご
自
分
で
支
払
う

費
用
（
一
部
負
担
金
）
が
変
わ
る

予
定
で
す
。

【
病
院
で
は
】
定
率
１
割
負
担

▼
200
床
未
満
の
病
院

上
限
１
カ
月
に
３
千
200
円

▼
200
床
以
上
の
病
院

上
限
１
カ
月
に
５
千
300
円

【
診
療
所
で
は
】

１
日
850
円
（
月
４
回
ま
で
）
か
、

定
率
１
割
負
担
（
上
限
１
カ
月
に

３
千
200
円
）
の
い
ず
れ
か
を
診
療

所
が
選
択
（
か
か
り
つ
け
の
診
療

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

＊
院
外
（
薬
局
）
で
薬
を
処
方
し
　

て
も
ら
う
時
は
、
薬
局
に
も
定
　

率
１
割
負
担
が
必
要
で
す
。
こ

の
場
合
は
、
病
院
で
の
負
担
が

半
額
に
な
り
ま
す
。

＊
入
院
し
た
場
合
の
負
担
は
、
今

回
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
訪
問
看
護
の
利
用
料
も
変
更

さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
定
率
１
割
負
担

上
限
１
カ
月
に
３
千
200
円

＊
施
設
に
よ
っ
て
は
、
１
日
に
つ

き
640
円
（
月
５
回
ま
で
）
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
す
る

審
査
の
申
し
出
は

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ

び
、
そ
の
代
理
人
で
、
固固
定定
資資
産産

課課
税税
台台
帳帳
にに
登登
録録
ささ
れれ
たた
価価
格格

（（
評評
価価
額額
））
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
３３
月月
１１
日日
(金)
かか
らら
納納

税税
通通
知知
書書
のの
交交
付付
をを
受受
けけ
たた
日日
後後

3300
日日
まま
でで
にに
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で
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移
動
図
書
館

移
動
図
書
館

日 曜 　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

わたし　　　　　坂東眞砂子
心のこり　　　　藤堂志津子
はぐれ牡丹　　　　山本一力
いい歳旅立ち　　阿川佐和子

今月から岩村保育所
ステーションを廃止
し、市農協野田支所
に行きます。

移
動
図
書
館

移
動
図
書
館
市
立
図
書
館

市
立
図
書
館

�
８
６
３
・
０
４
６
９

いま聞きたいいま話したい　
　　　　　　　　瀬戸内寂聴
おかめなふたり　　群ようこ
夕映えの人　　　　加賀乙彦

心の病気がわかる本　
　　　　　　小俣和一郎
図書館の海　　　恩田陸
　　　　　　 ほか

吾 岡 保 育 園
10:50～11:10

10

11

12

16

17

18

19

23

24

火

水

木

金

水

木

国 府 保 育 所
10:00～10:20

久 礼 田 保 育 所
10:30～10:50

南 海 学 園
11:15～11:35

市農協久礼田支所
10:55～11:25

猪野吉保商店前
9:50～10:10

王子権現神社北側
10:15～10:35

高 知 高 専 宿 舎
10:40～11:00

後免野田小学校
12:50～13:35

香 長 中 学 校
12:50～13:20

蒲 原 県 営 住 宅
9:40～10:10

医 大 蒲 原 宿 舎
10:15～10:35

定 林 寺 公 民 館
10:40～11:00

鳶 ヶ 池 中 学 校
13:10～13:25

里 保 育 所
9:40～10:05

中 澤 建 材 店 前
10:10～10:30

稲 生 保 育 所
10:40～11:00

かりやストア前
11:00～11:20

稲 生 小 学 校
12:50～13:30

後免野田保育所
10:00～10:20

市農協野田支所
10:30～10:50

岩 村 公 民 館
11:00～11:20

香 南 中 学 校
13:00～13:30

市農協立田出張所
13:35～14:00

白 銀 荘
14:05～14:35

日 章 小 学 校
13:10～13:40

おおしの保育園
14:45～15:15

植 野 公 民 館
14:50～15:10

あけぼの保育所
9:50～10:10

大 湊 保 育 所
10:20～10:40

市農協前浜支所
10:50～11:10

三 和 小 学 校
12:50～13:40

浜 改 田 公 民 館
14:00～14:40

大 湊 小 学 校
14:50～15:20

浜 窪 市 営 住 宅
15:30～15:50

国 府 小 学 校
13:00～13:30

市農協国府支所
13:40～14:00

白 木 谷 公 民 館
14:20～14:50

岡 豊 小 学 校
15:30～16:00

大 篠 小 学 校
15:35～16:25

長 岡 小 学 校
13:10～13:40

長 岡 農 協
13:50～14:10

喫茶わらべ駐車場
14:15～14:30

長岡西部保育所
14:45～15:00

明 見 保 育 所
10:05～10:25

星 神 社 前
10:30～10:50

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医 大 中 島 宿 舎
15:35～15:55

北 陵 中 学 校
16:10～16:30

久 礼 田 小 学 校
15:20～15:50

４／９

金

火

火

26

25

第 ２ 希 望 の 家
10:00～10:20

土佐厚生会国府寮
10:30～11:00

たちばな幼稚園
13:40～14:00

奈 路 公 民 館
14:10～14:40

奈 路 小 学 校
14:45～15:15

十 市 保 育 所
9:30～10:00

札 場 バ ス 停 前
10:10～10:30

丸十園芸組合前
10:40～11:00

阿 戸 公 民 館
11:10～11:30

十 市 小 学 校
12:50～13:50

緑 ヶ 丘 ２ 丁 目
14:00～14:20

県 住 十 市 団 地
14:25～14:45

あ と む 幼 稚 園
14:50～15:10

木

金

水

おお知知ららせせ

世の中「うそ」だらけ
森沢  良博（日吉町）

も
っ
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
心
掛
け
て
、
ご
み
の
減
量
化
を
す
す
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり



合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
へ

平
成
14
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
受
け
付

け
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
10
人
槽
以
下
の

浄
化
槽
を
設
置
し
、
平平
成成
1155
年年

３３
月月
2200
日日
まま
でで
に
設
置
完
了
が

可
能
な
方
。

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
認
可

区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
の
市
内
全
域

■
受
付
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
毎

月
末
締
め
（
予
算
が
無
く
な
り

次
第
募
集
を
打
ち
切
り
ま
す
）。

■
備
考
／
補
助
金
交
付
決
定
前
に

浄
化
槽
工
事
を
着
工
し
た
も

の
、
お
よ
び
営
業
用
建
物
は
対

象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で
　

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
等
に
対
す
る
書
状
贈

呈
事
業

先
の
大
戦
で
外
地
に
お
け
る
勤

務
経
験
を
有
す
る
方
々
に
対
し
、

そ
の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
書
状
を
贈
呈
し
ま

す
。

■
対
象
者
／
日
本
国
籍
を
有
し
、

慰
労
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な

い
次
の
方
で
、
ご
本
人
に
限
り

ま
す
。

①
加
算
年
を
含
め
た
勤
務
期
間
が

12
年
未
満

②
旧
日
本
赤
十
字
社
救
看
護
婦
お

よ
び
、
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

だ
っ
た
方

■
請
求
期
限

平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

引
っ
越
し
の
際
は

郵
便
局
に
も
転
居
届
を
！

郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
、
引
っ
越
し
の
際
は
郵
便
局

に
も
転
居
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局

ま
た
は
市
役
所
の
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。
な
お
、
表
札
と
郵
便

受
け
の
設
置
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
南
国
郵
便
局
お
よ
び
土

佐
山
田
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
取
り
扱

い
時
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

■
取
り
扱
い
時
間

▼
平
日
／
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
７
時

▼
土
・
日
・
休
日
／
午
前
９
時
〜
　

午
後
７
時
（
午
後
５
時
か
ら
は

郵
便
貯
金
お
引
き
出
し
の
み
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
郵
便
局
総
務
課

（
�
８
６
３
・
２
６
１
１
）ま
で

　　 ４月の納税は

       軽自動車税
口座振替をご利用の方は、引き落と
し不能にならないよう納期限前に口
座の残金をお確かめください。

人権・行政相談
■とき／４月22日(月) 　10：00～15：00

無料法律相談
■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※無料法律相談については、あらか
　じめ電話で、社会福祉協議会
　（�８６３ー４４４４）に予約し
　てください。

　昭和７年４月生まれ
の方は老人医療受給手続きが必要に
なります。印鑑・健康保険証をお持
ちのうえ、手続きをしてください。
※お問い合わせは保健課給付係
（�８８０ー６５５６）まで

人身事故件数 死者 負傷者
   14年２月
14年1～２月

25件 ０人 28人
53件 ０人 58人

夏季大会まであと

日日

まであと

《４月１日現在》

掲示板

　　《火災》
発生件数　 ３件

建物　　　  ２件
山林　　　  ０件
その他　  　１件
被害額      123万円

《救急》
出動回数　174回

急病　　　    88回
交通事故　    29回
一般事故　　15回
その他　　　42回

■とき／４月２日(火) ・５月１日(水) 
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　生活環境課環境公害係
（�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

173173173173

222222222222

日日
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平
成
14
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

平
成
14
年
度
国
家
公
務
員
採
用

試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
の
種
類

【
大
学
卒
業
程
度
】

▼
国
家
公
務
員
Ⅰ
・
Ⅱ
種

▼
国
税
専
門
官
　
▼
法
務
教
官

▼
労
働
基
準
監
督
官

▼
航
空
管
制
官
　

【
高
校
卒
業
程
度
】

▼
国
家
公
務
員
Ⅲ
種

▼
刑
務
官
　
▼
入
国
警
備
官
　
　

▼
皇
宮
護
衛
官

▼
航
空
保
安
大
学
校

▼
海
上
保
安
大
学
校

▼
気
象
大
学
校
　
な
ど

■
備
考
／
受
験
案
内
を
郵
送
請
求
　

す
る
場
合
は
、「
必
要
額
（
120

〜
160
円
）
切
手
を
貼
っ
た
あ
て

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
」
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
採
用
試
験
の
情
報
は

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〈〈hhttttpp::////ww
ww
ww
..jjiinnjjii..ggoo..jjpp//

〉〉

で
見
ら
れ
ま
す
。

※
申
込
用
紙
請
求
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
人
事
院
四
国
事
務
局
第
二

課
試
験
係
（
〒
７
６
０
ー
０
０
６
８

高
松

市
松
島
町
１
ー
17
ー
33

�
０
８

７
・
８
３
１
・
４
７
６
５
）ま
で

訂
正
と
お
わ
び

先
月
の
『
広
報
な
ん
こ
く
３
月

号
』
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
、

生
活
環
境
課
か
ら
の
チ
ラ
シ
『
平

成
14
年
度
南
国
市
の
家
庭
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
』
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
項
目
の
出
し
方
と
ご
注
意
欄

の
中
で
「
塩
ビ
ボ
ト
ル
は
燃燃
ええ
るる

ごご
みみ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
塩
ビ
ボ
ト
ル
は
雑雑
ごご
みみ
に
出
し

て
く
だ
さ
い
」
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
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おお知知ららせせ

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）または、南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）まで

月    額 年    額 前納額 割引額
定額保険料
定額＋付加

13,300円 159,600円 156,770円 2,830円
13,700円 164,400円 161,480円 2,920円

◎ 
　　平成13年度（13年４月～14年３月分）の保険料をまだ納めていない方が、お手持ちの納付書で納める
　ことができるのは、４月30日�までです。５月以降は、お手持ちの納付書では納められなくなりますの
　でお急ぎください。 

保険料の納め忘れはありませんか？

◎
　　平成14年度の国民年金保険料の納付書が国から届いていると思います。保険料の納付には「各月納付」
　と「前納納付」があります。
　　１年分または一定期間を前もって納める前納納付はその年度の保険料を４月に一括して納めますので、
　納め忘れがなく、保険料が割引されるのも大きな魅力です。
　　★14年度１年間の保険料が前納できるのは、４月30日�までです。 

保険料が割引される前納制度がお得 !

◎ 
　　保険料納付が困難な場合、保険料免除制度があります。従来の全額免除に加えて、申請により一定の
　所得基準のもとに、保険料の半額を免除し半額を納める「半額免除制度」が始まります。
　★半額免除のポイント
　　�全額免除と同様、申請し承認を受ける必要があります。
　　�保険料の半額を納める必要があり、納め忘れると未納期間として取り扱われます。
　　�半額免除期間は年金を受けるために必要な期間として算入されます。ただし、老齢基礎年金の年金
　　　額を計算するときには、保険料を全額納めた期間に比べて３分の２の計算になります。
　　�死亡一時金や脱退一時金は、いずれも保険料を全額納めた期間の２分の１の計算になります。
　　�学生納付特例制度の対象になっている学生については、全額・半額免除とも申請できません。　

14年４月から半額免除がスタート !

◎ 
　　学生本人の前年所得が68万円以下の場合、申請により納付が猶予されます。なお、14年４月から夜間
　部、定時制課程および通信制課程等の学生も学生納付特例制度を受けられるようになります。
＊免除された期間および学生納付特例を受けた期間は、10年以内であれば保険料を納めることができます。
＊14年度の免除（14年４月～15年６月）・学生納付特例（14年４月～15年３月） を希望される方は、５月
　31日(金) までに申請してください。

学生納付特例制度について

市内一斉清掃市内一斉清掃

毎年６月に実施しています市内一斉清

掃は、今年は10月20日�に実施します。
市民の皆さんのご協力をお願いします。

※お問い合わせは
生活環境課環境公害係
（�８８０ー６５５７）まで

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
も
始
ま
り
良
い
と
思
い
ま
す
。
毎
月
「
広
報
な
ん
こ
く
」
を
待
ち
か
ね
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（夏季大会）

サッカー（少年男子）・ライフル射撃（CP）
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と　　き 地　　　　区

4月1日・15日
（第１・３月曜日）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町

4月2日・16日
（第１・３火曜日）

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、

4月3日・17日
（第１・３水曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小篭団地

4月8日・22日
（第２・４月曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地 、篠原、明見、伊達野

4月9日・23日
（第２・４火曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

4月10日・24日
（第２・４水曜日）

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

と　　き 地　　　　区

4月4日・18日
（第１・３木曜日）

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町

4月5日・19日
（第１・３金曜日）

4月6日・20日
（第１・３土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小篭団地

4月11日・25日
（第２・４木曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地 、篠原、明見、伊達野

4月12日・26日
（第２・４金曜日）

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

4月13日・27日
（第２・４土曜日）

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

 日  曜 　　　　　　　　　　 地　　　　区 日  曜 　　　　　　　　 地　　　区

�

物部（下咥内を除く）、野田、後免町、東芝団地

（吉本小児科前を除く） （吉本小児科前を除く）

吉本小児科前

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、東芝団地
吉本小児科前

4／1

奈路、瓶岩、白木谷
十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生
久枝、下島、前浜
下咥内、物部、開田

国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉
領石、植野、久礼田、植田

後免町、野田、東芝団地

片山、里改田、浜改田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小篭団地
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地 、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉
領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地 、篠原、明見、伊達野

十市（南部）

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

5／1

6
5
4
3
2

8

12

11
10
9

13
15
16
17

19

18 

23
22
20

6
4
3

27
26
25
24

2

土

木
水
火
月
木
水
火
月
土

金

木

水
火
月
土

金

木

火
水

月

金
木
水
火
月

金

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

田村

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

 奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原
国分、比江、左右山、岩村

十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな団地・小篭団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝､

白木谷、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、東芝団地
野田（東芝団地を除く）

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、開田

 篠原、明見

立田
久枝、下島、前浜

片山、里改田
十市（南部） 4／1

5／1

6
5

4

3
2

8

12
11
10
9

13
15
16
17

19

18 

23
22
20

4

3

27
26
25
24

2

木

木

水

木
水

火
月
土
金

木

水
火
月
土
金
木
水
火

土
月

金

水
火
月

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

浜改田
久枝、下島、前浜

十市（南部）

立田

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地 、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

月
土 田村

土
金

土

金

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

＊ペットボトルの収集ステーションは、可燃ごみ（紙・
　布）および、全てのごみ対象ステーションです。

おお知知ららせせ

よさこい高知国体夏季大会
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◆基本健診の対象者で次に該当する方を対象とします（希望者のみ）。

　　ただし、前回の基本健診の肝機能検査が「治療中」「要医療」であった方、および既に肝炎ウィルス
　　検査を受けたことのある方は除きます。
◆肝炎ウィルス検査は血液検査です。基本健診の血液検査と同時に採血します。
◆検査料金は400円です。
◆検査希望者は基本健康診査の受付でお申し込みください。

★Ｃ型肝炎とは
　　Ｃ型肝炎は、Ｃ型肝炎ウィルスの感染により起こる肝臓の病気です。肝炎になると、肝臓の細胞が壊
　れて、肝臓の働きが悪くなりますが、重症化するまで自覚症状の現れないことがあります。
　　肝炎ウィルスの持続感染者（キャリア）の中には自覚症状がなく、感染に気づいていない方が多くお
　り、また、キャリアは慢性肝炎や更には肝硬変、肝がんへと移行する可能性もあります。症状がなくて
　も検査を受け、病気を早く発見することが大切です。
◆次のような方が、Ｃ型肝炎ウィルス感染の可能性が比較的高いと考えられます。
　・ 平成４年（1992年）以前に輸血や大きな手術を受けた方
　・ 非加熱血液凝固因子製剤やフィブリノーゲン製剤を投与された方
　・ 薬物乱用者、刺青、ボディピアスなどで器具（針）を共用したことのある方
　・ 過去に健康診断で肝機能検査の異常を指摘されたが、その後検査を実施していない方
◆次に掲げるようなことでは、Ｃ型肝炎に感染しません。
　

　＊なお、Ｂ型肝炎ウィルス検査についても併せて実施します。

平成14年４月１日～平成15年３月31日の期間の
誕生日で40・45・50・55・60・65・70歳となる方

◎握手　◎抱き合う　◎キス（唾液では感染しません）　◎入浴　
◎隣に座る　◎コップや食器の共用　◎咳、食べ物、飲み物　など

　南国市では、高齢者対象に介護
予防教室を開催しています。
　高齢者の方、家に閉じこもって
いませんか。この教室に気軽に集い、みんなで
一緒に交流しながら元気に磨きをかけましょう。
　作品づくり、遠足などをはじめ、楽しい内容
の教室をご用意しています。

■とき／毎月第２・４水曜日  13：30～15：30
■ところ／保健福祉センター
■対象者
　・・おおむね65歳以上の方
　・・身体機能の低下により生活に不自由を感
　　じる方
　・・自立または要支援の方（介護認定が要介
　　護１以上の方は除きます）
■内容
　・遠足・クッキング・買い物・絵手紙
　・集団リハビリ・音楽療法
　・身だしなみ講座
■定員／14名（定員になり次第、締め切ります）　

ゆゆ
うう
ゆゆ
うう
赤赤
ちち
ゃゃ
んん

（（
子子
育育
てて
教教
室室
））

離
乳
食
や
病
気
・
け
が
な
ど
、
育

児
に
ま
つ
わ
る
不
安
や
悩
み
を
一
緒

に
楽
し
く
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る
保
育

（
定
員
15
名
）
も
あ
り
ま
す
。
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

▼
４
月
26
日
(金)

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

離
乳
食
講
習
会

▼
５
月
10
日
(金)

午
後
１
時
30
分
〜

３
時

乳
幼
児
の
応
急
手
当

▼
５
月
28
日
(火)

午
後
１
時
〜
２
時

30
分
　
小
児
科
の
先
生
の
お
話

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
乳
幼
児
の
い
る
家
族
の
方

■
参
加
料
／
無
料

性性
とと
生生
をを
学学
ぶぶ
講講
演演
会会

子
ど
も
が
性
の
健
康
を
保
つ
に

は
、
年
齢
に
応
じ
た
知
識
を
必
要
と

し
ま
す
。
幼
児
の
頃
か
ら
若
者
に
な

る
ま
で
、
常
に
大
人
（
親
）
の
話
し

か
け
が
大
切
で
す
。「
メ
グ
さ
ん
の

性
教
育
読
本
」
の
著
者
の
メ
グ
・
ヒ

ッ
ク
リ
ン
グ
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
／
４
月
16
日
(火)

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
師

メ
グ
・
ヒ
ッ
ク
リ
ン
グ
さ
ん
　
　

（
通
訳
　
三
輪
妙
子
さ
ん
）

■
演
題
／
メ
グ
さ
ん
の
性
教
育

■
備
考
／
絵
本
の
企
画
展
あ
り
。
託

児
室（
定
員
15
名
）も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術



広広報報ななんんここくく４４月月号号 23

金

久礼田

三　和

9:30～10:30 久  礼  田  体  育  館 

三   和   公   民   館
育児相談 十　市
ぴよぴよルーム

ゆうさん友の会

元気くらぶ

全地区 4 / 17 水 保健福祉センター
1歳6カ月児健診
3歳4カ月児健診

乳幼児
ツベルクリン検査

全地区

木

乳幼児ツベルクリン
判定・BCG接種

愛の献血
（16～69歳）

9:30～11:00

13:30～14:30

13:30～15:00
13:10～14:10
13:00～14:00

13:30～14:00

12:30～14:00

19

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

健康相談
4 /  3

10:00～11:00 岡 豊 支 所  岡　豊

月 10:00～11:00 十　 市　 支　 所

火

保健福祉センター

4 / 23全地区

（新リハビリ教室）

4 / 16
保健福祉センター

全地区

全地区

月

4 /  4

木

保健福祉センター

四国松下ライフエレクトロニクス�
南 国 病 院
南 国 郵 便 局

13:30～15:30

24

8

4 /  3

水

火

水

13:30～14:10

4 /  8

4カ月児健診
10カ月児健診

月
木
13:10～14:10
13:10～14:10

4 / 11

4 / 25
4 / 22

4 / 18

5 /  1
4 / 10

24 高 知 医 科 大 学水
14:30～17:00
11:30～16:00

大　篠
瓶　岩

9:30～11:00 明   見   公   民   館 
Ｊ  Ａ  瓶  岩  支  所

長　岡
木

金

13:30～15:00

10:00～11:00
基本健康診査

4 /  2

13:30～15:00

黒　滝

火

月
13:30～15:00
9:30～11:00
13:30～15:00

岡　豊
金

国　府

木5 /  2

月

水

4 / 22

9 火
9:30～11:00

SUNSUNながおか

9:30～11:00 南 陣 山 公 民 館
西 山 公 民 館

11
13:30～15:00

12 黒 滝 公 民 館

15 9:30～11:00 西 部 集 会 所

中 央 福 祉 館火16
長　岡

19
9:30～11:00
13:30～15:00

岡 豊 町 公 民 館

9:30～11:00
13:30～15:00

定 林 寺 公 民 館

9:30～11:00
13:30～15:00

国 府 公 民 館

9:30～11:00
13:30～15:00

久 礼 田 体 育 館5 /  1久礼田

胸部レントゲン検診

至　市役所�

ガソリン�
スタンド�

至　野市町�レストラン�

家具屋�

至　高知市�
南国バイパス�

保健福祉センター�
ＪＡ車両センター�
ライスステーション�

約700��後免町駅� 葬祭場�

広
域
農
道�

■とき・ところ
　５月13日(月)  市農協国府支所
　５月21日(火)  十市農協園芸部
　５月22日(水)   十市交流プラザ
　５月27日(月)  市農協瓶岩支所
　５月28日(火)   西野々公民館
■受付時間／８：30、９：30
■対象／40歳以上
■検診料／700円　

■とき・ところ・受付時間
　�５月13日(月)　9：20、9：50
　　市農協国府支所
　�５月13日(月)　12：50、13：20
　　西野々公民館
　�５月27日(月)   9：20
　　市農協瓶岩支所
■対象／30歳以上
■検診料／子宮頸がん  500円
　　　　　乳がん　　  200円

この２ページの検診などのお申し込み・
お問い合わせは、

（�８６３ー７３７３）まで
ホームページホームページ

日 曜 当　番　医 電 話
4／7 （篠　原）
14
21
28
29

田村こどもクリニック
日
日
日
日
月
曽根産婦人科

ＪＡ高知病院
あけぼの小児クリニック
尾 木 内 科 医 院

（篠　原）

（大埇甲）

（田村乙）
（明　見）

（篠　原）

863ー5885

863ー2181

863ー5318

878ー6611
863ー2787

☆ 休日在宅医

※ 変更する場合があります。

863ー0723

金

宮田整形外科

5／3
4
5

西田順天堂内科土
日 高 田 内 科

（大埇甲）

（大埇乙） 863ー3925
863ー1881

★４月から農協総合病院が「JA高知病院」に名称
　変更され、明見に移転しています。

＊なお、麻しん・風しん・三種混合・乳幼児ツ　
ベルクリン反応検査・BCG・４カ月児健診・
10カ月児健診・１歳６カ月児健診・３歳４カ
月児健診は、別途に個人通知します（新対象
の方のみ通知）。

＊胃・子宮・乳がん検診を希望される方は、
２週間前までに電話でお申し込みください。
＊70歳以上・生活保護世帯・非課税世帯の方、
障害者手帳（身体・精神）・療育手帳をお
持ちの方・記念総合健診対象の方は無料で　
す。検診申込時または受付時にお申し出て
ください。

母子手帳は保健福祉センターで
お渡ししています

よさこい高知国体秋季大会



広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

カレン　サンバーグさん
（アメリカ合衆国）
香長中学校　勤務

））） 日本語は経験！！ ）））

　おかげさまで、このコ
ーナーへの応募が大変多
くなりました。
　９月号まで掲載予定の
赤ちゃんが決まっていま
すので、募集を一時停止
させていただきます。７
月号から再募集します。

「お兄ちゃん、いつも遊んでくれて
　ありがとう�ぼくも、お兄ちゃん
　のように柔道がんばるぞっ。」

佐藤　舞華ちゃん　（前浜）

「お兄ちゃんが大好きです。いつも
　ニコニコ笑顔を絶やしません！」

平成13年５月17日生まれ

さとう　　 まいか

筒
井
　
泰
西
　
く
ん
　
（
白
木
谷
）

つ
つ
い
　
　  

た
い
せ
い平

成
11
年
９
月
16
日
生
ま
れ

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

面 積 １２５.３５�

人 口 50,450人（＋ 11）外国人登録者数 274人（＋ 6）
男 24,249人（＋７） 男 163人（＋ 1）
女 26,201人（－４） 女 111人（＋ 5）

世帯数 20,174世帯 （＋７） 登 録 国 籍 数 31カ国
（ ）内は前月比 《平成14年２月28日現在》

高知自動車道
南国I.C.
入 97,910台　
出 96,377台　

高知空港
出発 67,986人
到着 68,700人

《２月分》 有権者 39,764人（男 18,725人・女 21,039人）

《平成14年３月２日現在》

あ
と

が

き

　
市
で
は
、
経
費
の
削
減
や

事
務
の
簡
素
化
な
ど
、
事
務

事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
広
報
紙
も
今
月

号
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
字

の
大
き
さ
等
々
を
少
し
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
に
よ

り
一
層
親
し
ま
れ
る
広
報
紙

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

広
報
な
ん
こ
く

広
報
な
ん
こ
く

〒
７
８
３

７
８
３
ー８
５
０
１

８
５
０
１
　
南
国
市
大
埇
甲
２
３
０
１

�
８
６
３
ー
２
１
１
１
　
�
８
６
３
ー
１
１
６
７

編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会

事
務
局
・
企
画
課
広
報
統
計
係

発
行
日
・
平
成
14年

４
月
１
日

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.nankoku.kochi.jp

４
月
号

４
月
号

１
年
前
、
も
し
誰
か
に

「
２
０
０
２
年
の
４
月
、
ど

こ
に
い
る
つ
も
り
？
」
と

尋
ね
ら
れ
て
も
日
本
だ
と

は
言
っ
て
い
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
こ
ち
ら
に
来
た

こ
と
を
本
当
に
喜
ん
で
い

ま
す
。
南
国
市
の
生
活
は

楽
し
く
、
面
白
く
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
経
験
し
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。

日
本
語
を
知
ら
ず
に
高

知
に
来
た
も
の
で
す
か
ら
、

食
料
の
買
出
し
や
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
今
ま
で
簡
単

に
し
て
き
た
こ
と
が
突
如

と
し
て
難
し
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
を
作
る
た
め
に
、
和

英
辞
典
と
ス
マ
イ
ル
だ
け

を
武
器
に
、
ス
ー
パ
ー
に

行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
幸
い
に
担
当
の
女

性
が
と
て
も
親
切
で
、
日

本
語
が
分
か
ら
な
く
て
も

う
ま
く
助
け
て
く
れ
ま
し

た
。日

本
語
が
こ
こ
数
カ
月

の
間
に
こ
ん
な
に
上
達
し

た
の
は
、
香
長
中
学
校
の

生
徒
た
ち
と
の
ふ
れ
合
い

の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
生
徒
た
ち

が
言
っ
て
い
る
こ
と
に
耳

を
傾
け
理
解
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
し
、
彼
ら
は
私

が
日
本
語
を
し
ゃ
べ
る
と

き
は
と
て
も
辛
抱
強
く
し

て
く
れ
ま
す
。
英
語
で
教

え
て
い
る
い
ろ
ん
な
話
題

で
も
、
日
本
語
で
は
？
と

考
え
て
い
ま
す
。
先
生
と

生
徒
の
立
場
が
逆
転
し
て
、

私
の
方
こ
そ
彼
ら
に
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う

事
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

新
学
年
が
始
ま
っ
て
、

ま
た
生
徒
た
ち
と
共
に
学

ん
で
い
く
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。


